
一
般
会
計
補
正
予
算
（
議
33
）

【
主
な
内
容
】

◎�

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
事
業
に
お

い
て
、
定
額
減
税
補
足
給
付
金
の
対

象
者
及
び
消
費
喚
起
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
事
業
の
実
績
額
が
見
込
み
を
下

回
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
１
億
９
６

９
万
円
を
減
額
す
る
。

◎�

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
件
数
増

加
に
伴
い
、
生
活
介
護
費
な
ど
の
扶

助
費
と
し
て
、
２
億
１
６
０
０
万
円

を
追
加
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問
12
月
の
補
正
予
算
で
追
加
さ
れ
た

商
品
券
配
布
事
業
に
つ
い
て
、
今
回
２

５
０
０
万
円
を
減
額
し
た
理
由
を
問
う
。

答
見
積
り
を
依
頼
し
た
６
社
の
う
ち

３
社
か
ら
提
出
が
あ
っ
た
。
商
品
券
部

分
の
金
額
に
差
異
は
な
か
っ
た
が
、
複

数
か
ら
見
積
も
り
を
徴
収
し
た
こ
と
で

そ
の
他
の
経
費
が
抑
え
ら
れ
、
契
約
金

額
が
予
定
よ
り
安
価
と
な
っ
た
た
め
、

残
余
分
を
減
額
す
る
。

問
私
立
保
育
所
や
私
立
認
定
こ
ど
も

園
の
運
営
助
成
事
業
に
お
い
て
、
特
に

増
加
割
合
が
高
い
乳
児
の
入
所
者
数
の

動
向
と
保
育
士
確
保
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て
問
う
。

答
出
生
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の

の
保
育
需
要
は
高
ま
っ
て
お
り
、
今
後

も
入
所
児
童
数
は
維
持
さ
れ
る
見
込

み
。
保
育
士
の
配
置
基
準
は
高
く
運
営

も
厳
し
い
中
、
本
市
か
ら
の
給
付
費
を

も
と
に
各
施
設
が
直
接
職
員
を
雇
用
し

て
い
る
。
今
後
も
必
要
な
対
策
を
検
討

し
て
い
く
。

問
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
安
全
対
策
事
業
費

補
助
に
つ
い
て
、
市
内
で
改
修
や
撤
去

が
必
要
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
把
握
及
び
具

体
な
対
応
状
況
を
問
う
。

答
通
学
路
点
検
を
実
施
し
、
危
険
な

ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
１
２
７
件
把
握
し
て
い

る
。
危
険
度
の
高
い
も
の
か
ら
順
次
、

所
有
者
に
改
善
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

経
済
的
負
担
や
高
齢
な
ど
を
理
由
に
改

善
が
進
ま
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
現

時
点
で
残
り
89
件
と
な
っ
て
い
る
。

【
採
決
】
議
第
33
号
他
９
件
は
、
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

補
正
予
算
特
別
委
員
会
は
、
３
月
２
日
に
開
催
し
、
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
他
９
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
全
て
の
議
案
を
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

補
正
予
算
特
別
委
員
会
の
概
要

【
教
育
費
】

問
市
立
小
学
校
の
給
食
費
無
償
化

後
、
唯
一
、
給
食
費
が
発
生
す
る
こ
と

と
な
る
第
一
子
の
中
学
生
に
つ
い
て
も

無
償
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
令
和
６
年
度
か
ら
、
市
立
小
中
学

校
で
他
市
に
先
駆
け
て
第
二
子
以
降
の

無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨

今
の
物
価
高
騰
を
考
慮
し
、
保
護
者
の

負
担
額
を
据
え
置
く
措
置
も
継
続
し
て

い
る
。
中
学
校
の
第
一
子
無
償
化
は
継

続
し
た
財
源
の
確
保
に
課
題
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
実

施
は
困
難
で

あ
る
が
、
引

き
続
き
国
へ

の
要
望
と
保

護
者
の
ニ
ー

ズ
把
握
に
努

め
て
い
く
。

【
下
水
道
事
業
会
計
】

問
利
益
剰
余
金
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
令
和
８
年
度
下
水
道
使
用
料
の
値

上
げ
を
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
下
水
道
使
用
料
の
値
上
げ
を
行
わ

な
か
っ
た
場
合
、
純
損
失
の
増
加
や
利

益
剰
余
金
の
減
少
に
つ
な
が
り
、
企
業

債
の
借
り
入
れ
が
難
し
く
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
結
果
と
し
て
、
下
水
道

事
業
の
運
営
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
と

な
る
た
め
、
こ
の
度
の
値
上
げ
は
、
や

む
を
得
な
い
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

【
反
対
討
論
】

　

大
型
事
業
の
継
続
は
、
市
の
大
き
な

財
政
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
市
民
に
行

き
届
く
福
祉
の
増
進
と
い
う
観
点
か
ら

市
民
の
納
得
は
得
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会

計
に
お
い
て
も
、
税
や
使
用
料
の
値
上

げ
を
す
る
た
め
、
そ
の
関
連
議
案
に
つ

い
て
も
反
対
す
る
。

【
賛
成
討
論
】

　
新
年
度
予
算
は
、「
ま
ち
の
元
気
・
活

性
化
」
と
「
す
べ
て
の
市
民
に
や
さ
し

い
ま
ち
」
の
２
つ
の
柱
を
軸
に
編
成
さ

れ
て
お
り
、
円
一
エ
リ
ア
に
お
け
る
新

た
な
駐
車
場
と
大
型
遊
具
を
備
え
た
広

場
の
整
備
計
画
、
や
ま
み
三
原
運
動
公

園
の
多
目
的
広
場
の
人
工
芝
化
な
ど
、

新
た
な
活
力
を
育
む
事
業
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
ま
た
、
不
妊
治
療
の
補
助

制
度
創
設
や
、
県
内
初
と
な
る
「
道
路

等
包
括
管
理
事
業
」
が
計
画
さ
れ
て
お

り
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
に
向
け
た
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
ハ
ー
ド
面
や
ソ
フ
ト
面
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
て
お
り
、
賛
成
す
る
。

【
採
決
】

　

一
般
会
計
、
国
保
会
計
、
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
及
び
関
係
条
例
、
下

水
道
事
業
会
計
及
び
関
係
条
例
は
賛
成

多
数
、
残
余
の
26
件
は
、
全
員
一
致
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

3 VOL.84（令和８年５月）みはら市議会だより


